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再生可能エネルギーの
活用について市の認識は

震災避難者の孤立化防止事業
必要性について市の見解は

子ども・若者育成支援の
　推進に向けた市の考えは

市 　 の 　 防 　 災
今 後 の 在 り 方 は

シティプロモーションを
市で導入する考えは

防災などの対策を含め
検討すべき課題と考える

既存事業で対応可能なため
利用は慎重に検討すべき

都や市民団体と連携し
　支援策を研究していく

市民、事業所と一体となって
防災対策の総点検を実施する

ブ ラ ン ド 価 値 を 高 め
発 信 していく取組が
考え方に沿うと認識する

教
育
活
動
で
保
護
者
等
か
ら

　

協

力

を

得

る

た

め

の

取

組

は

原
子

力

発

電

所

の

事

故

後

給
食
食
材
の
選
定
方
法
に
変
化
は

地
域
防
災
計
画
に
女
性
の
意
見
を

ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
て
い
る
か

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
事
業
の

推

進

を

行

っ

て

い

る

基
本
的
に
変
わ
り
な
く

安

全

で

安

心

な

食

材

の

使

用

を

心

掛

け

て

い

る

女
性
委
員
を
含
む
市
防
災
会
議
に
て

検

討

・

協

議

を

行

っ

て

い

る

赤
野　

秀
二
議
員（
共
産
）　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

事
故
に
よ
り
、
原
子
力
発
電

に
依
存
し
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
の
見

直
し
が
迫
ら
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

の
転
換
に
つ
い

て
、
市
の
考
え
を

聞
き
た
い
。

市
長　

多
く
の
国

民
が
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
に
お
い

田
村　

智
恵
美
議
員（
ネ
ッ
ト
）

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

か
ら
本
市
に
避
難
し
て
い
る

被
災
者
へ
の
支
援
を
、
市
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

避
難
が
長
期
化
す
る

中
で
、
個
々
の
事
情
に
よ
り
、

課
題
も
異
な
っ
て
く
る
と
考

え
る
。
そ
の
た
め
各
相
談
に

浅
田　

多
津
子
議
員（
ネ
ッ
ト
）

　

近
年
、
子
ど
も
や
若
者
が

抱
え
る
問
題
が
複
雑
化
し
、

個
別
分
野
に
お
け
る
対
応
で

は
限
界
が
生
じ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
も
、
総
合
的
な

奈
良
﨑　

久
和
議
員（
公
明
）

　

経
済
不
況
に
加
え
、
震
災

か
ら
の
復
興
な
ど
課
題
が
山

積
す
る
中
、
本
市
の
平
成
24

年
度
市
政
運
営
方
針
で
は
、

市
民
の
安
全
、
安
心
の
た
め
、

積
極
的
に
防
災
対
策
に
取
り

組
む
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
防
災
、
減
災
に

対
す
る
市
の
考
え
と
今
後
の

在
り
方
を
聞
き
た
い
。

市
長　

自
助
、
共
助
を
基
本

と
し
た
防
災
行
動
力
の
向
上

が
重
要
と
考
え
て
お
り
、
市

民
、
事
業
所
と
一
体
と
な
っ

た
体
制
の
構
築
を
基
本
に
、

防
災
対
策
の
総
点
検
を
実
施

す
る
。

議
員　

被
災
者
支
援
と
し
て
、

特
に
被
害
が
大
き
い
福
島
県

に
宿
泊
し
た
場
合
に
、「
ゆ
っ

た
り
リ
ゾ
ー
ト
こ
こ
ろ
の

旅
」
で
２
泊
ま
で
助
成
す
る

な
ど
誘
導
策
を
と
る
考
え
は
。

市
民
生
活
部
長　

都
に
よ
る

被
災
地
応
援
ツ
ア
ー
と
の
併

用
が
可
能
で
あ
る
た
め
、
そ

の
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、

被
災
地
へ
の
更
な
る
宿
泊
支

援
を
検
討
し
た
い
。

西
宮　

幸
一
議
員（
市
フ
ォ
）

戦
略
的
な
地
域
活
性
化
の
方

策
の
一
つ
に
、
地
域
の
魅
力

を
創
出
、
発
信
す
る
こ
と
で

活
力
あ
る
都
市
を
つ
く
る
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動

が
あ
る
。
こ
れ
を
積
極
的
に

推
進
す
る
自
治
体
が
増
え
て

い
る
が
、
本
市
で
導
入
す
る

考
え
は
。

市
長　

け
や
き
並
木
通
り
の

整
備
や
府
中
駅
南
口
の
再

開
発
事
業
を
進
め
る
こ
と
で
、

中
心
市
街
地
の
ブ
ラ
ン
ド
価

値
を
高
め
、
効
果
的
に
発
信

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
こ
う
し
た
取
組
の
方
向

性
が
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
考
え
方
に
沿
う
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

議
員　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
へ
の
理
解
を
全
庁
的
に

浸
透
さ
せ
る
た
め
、
職
員
研

修
を
行
う
考
え
は
。

政
策
総
務
部
次
長　

市
と
し

て
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
推
進
を
行
う
際
に
は
、
研

修
を
通
じ
て
職
員
の
意
識
改

革
を
図
る
こ
と
が
有
効
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
を
望
ん
で
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な

中
、
市
で
は
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
発
電
機

器
に
つ
い
て
、
公
共
施
設
へ

の
導
入
や
家
庭
等
へ
の
導
入

支
援
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

議
員　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
利
用
す
る
太
陽
光
発
電

等
は
、
特
定
の
地
域
内
で
電

力
を
生
産
、
消
費
で
き
る
た

め
、
災
害
時
に
も
有
効
だ
と

思
う
が
、
市
の
認
識
は
。

対
応
す
る
と
と
も
に
都
や
関

係
機
関
、
民
間
の
支
援
団
体

と
連
携
し
、
行
政
と
し
て
で

き
る
範
囲
で
の
支
援
を
し
て

い
く
べ
き
と
考
え
る
。

議
員　

都
が
補
助
を
行
っ
て

い
る
避
難
者
の
孤
立
化
防
止

事
業
に
つ
い
て
、
社
会
福
祉

協
議
会
で
は
申
請
を
行
っ
て

い
な
い
が
、
市
で
は
こ
の
事

業
の
必
要
性
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

福
祉
保
健
部
長　

同
事
業
の

戸
別
訪
問
や
サ
ロ
ン
開
設
等

は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

や
社
会
福
祉
協
議
会
等
の
既

存
事
業
活
用
で
対
応
可
能
で

あ
り
、
次
年
度
以
降
の
継
続

性
等
の
担
保
も
な
い
こ
と
か

ら
利
用
に
つ
い
て
は
慎
重
に

検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
を

推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

市
長　

急
激
な
情
報
化
の
進

展
や
雇
用
環
境
の
変
化
な
ど

社
会
の
様
々
な
変
動
が
影
響

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
国

で
は
社
会
全
体
で
子
ど
も
・

若
者
の
成
長
を
応
援
し
、
一

人
ひ
と
り
を
支
援
す
る
社
会

を
目
指
す
と
定
め
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
も
都
や
市
民

団
体
等
と
連
携
し
、
総
合
的

な
支
援
策
を
研
究
し
て
い
く
。

議
員　

縦
割
り
行
政
を
無
く

し
、
市
内
関
係
機
関
や
市
民

団
体
と
の
連
携
を
図
る
に
は
、

「
協
議
の
場
」
の
設
置
が
必
要

須
山　

卓
知
議
員（
市
フ
ォ
）

子
ど
も
た
ち
の
成
長
過
程
に

お
い
て
、
公
立
学
校
教
育

は
重
要
な
要
素
だ
と
思
う
が
、

市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

教
育
長　

市
立
小
・
中
学
校

に
お
け
る
教
育
で
は
、
子
ど

も
た
ち
が
問
題
を
解
決
し
て

い
く
力
や
、
感
動
す
る
心
な

ど
の
豊
か
な
人
間
性
、
ま
た
、

た
く
ま
し
く
生
き
る
た
め
の

体
力
の
育
成
に
重
点
を
置
い

て
い
る
。

議
員　

教
員
の
負
担
を
軽
減

前
田　

弘
子
議
員（
ネ
ッ
ト
）

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

事
故
に
よ
り
、
食
品
の
放
射

能
汚
染
も
現
実
の
も
の
と
な

っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
本

市
の
給
食
食
材
の
選
定
方
法

が
変
化
し
た
か
聞
き
た
い
。

教
育
部
長　

学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
食
材
選
定
方
法
に
つ

い
て
は
基
本
的
に
変
わ
り
な

く
、
市
学
校
給
食
会
に
お
い

て
日
々
安
全
で
安
心
な
食
材

の
使
用
を
心
掛
け
て
い
る
。

議
員　

放
射
能
汚
染
の
精
密

検
査
が
必
要
か
判
断
す
る
た

め
の
、
簡
易
検
査
が
で
き
る

ヨ
ウ
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
ス
ペ
ク

ト
ロ
メ
ー
タ
ー
測
定
器
を
市

で
購
入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

教
育
部
長　

信
頼
で
き
る
測

福
田　

千
夏
議
員（
公
明
）　

国
の
防
災
基
本
計
画
に
は
、

男
女
双
方
の
視
点
が
取
り
入

れ
ら
れ
、
政
策
決
定
過
程
に

お
け
る
女
性
の
参
画
が
明
記

さ
れ
た
が
、
市
で
は
、
市
地

域
防
災
計
画
に
女
性
の
意
見

を
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
て

い
る
か
。

　

ま
た
、
災
害
時
の
避
難
所

に
お
い
て
、
女
性
の
相
談
窓

口
を
設
置
す
る
考
え
は
。

環
境
安
全
部
長

　

市
地
域
防
災

計
画
の
見
直
し

に
当
た
っ
て
は
、

女
性
や
子
ど
も

の
視
点
に
立
っ

て
協
議
す
る
こ

と
が
重
要
と
考

え
て
い
る
。
平

成
20
年
度
の
見

直
し
の
際
に
は
、

さ
せ
る
た
め
に
、
教
育
活
動

に
お
い
て
、
保
護
者
や
地
域

住
民
か
ら
協
力
を
得
て
い
く

た
め
の
取
組
は
あ
る
か
。

教
育
部
長　

市
教
育
委
員
会

で
は
、
清
掃
活
動
や
子
ど
も

の
見
守
り
な
ど
、
保
護
者
や

地
域
住
民
が
学
校
と
一
体
と

な
り
教
育
活
動
を
行
っ
て
い

く
府
中
版
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
事
業
を
推
進
し
て
い

る
。
今
後
も
、
同
事
業
を
核

と
し
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
子

ど
も
を
育
て
る
体
制
の
整
備

に
努
め
て
い
き
た
い
。

定
結
果
を
得
る
に
は
、
機
器

の
保
守
管
理
や
技
能
維
持
な

ど
適
切
な
体
制
が
必
要
な
た

め
、
平
成
24
年
度
も
23
年
度

と
同
様
に
、
検
査
機
関
へ
の

委
託
に
よ
る
検
査
を
中
心
と

し
て
実
施
し
て
い
き
た
い
。

他 

公
務
労
働
の
現
状
と
今
後
の
方

針
を
聞
き
た
い

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
防

災
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
を
反

映
さ
せ
た
ほ
か
、
女
性
委
員

を
含
む
市
防
災
会
議
で
検
討
、

協
議
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
女
性
の
相
談
窓
口

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
各
避

難
所
の
地
域
特
性
に
合
っ
た

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

策
定
し
て
い
く
中
で
検
討
し

て
い
き
た
い
。

他 

地
域
防
災
力
強
化
を
求
め
て

環
境
安
全
部
長　

地
球
温
暖

化
対
策
の
観
点
以
外
に
も
エ

ネ
ル
ギ
ー
需
給
、
防
災
、
雇

用
な
ど
の
対
策
を
含
め
、
検

討
す
べ
き
課
題
と
考
え
る
。

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

子
ど
も
家
庭
部
長　

関
係
課

と
の
連
絡
会
等
に
お
い
て
、

本
市
の
実
情
に
合
っ
た
支
援

体
制
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　▲太陽光パネル（第三中学校）
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